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高配向性熱分解グラファイト  (HOPG) 界面における分子配列形成を走査トンネル顕
微鏡  (STM) により評価した。基板表面の配列被覆率は溶液濃度に依存して急激に増
加し、これを固液界面における核生成 –伸長モデルを用いて解析を行うことで、核生
成、伸長平衡定数 Kn,  Ke を求め、配列形成における協同性を定量的に評価した。解析
の結果、分子が大きいもしくはウレア基を持つ化合物の方が配列形成濃度が低く、Ke
が増加する傾向が観察された。さらに、Ke から求められる分子の吸着エネルギー∆Ge 
































































（続紙 ２ ） 
 






































 なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
